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3  病気 (illness)：人々がどのように症状や能力低下を認識し、
それと共に生きるかという患いの体験を指す。
4  筋萎縮性側索硬化症（ALS）：最新医学大辞典第３版（2005）
によれば、上位運動ニューロン障害と下位運動ニューロン
障害を示す進行性の疾患である。筋萎縮や筋力低下などを
示し、やがて全身の筋萎縮による呼吸筋麻痺に至る。
5  Werding-Hoffmann病（乳児脊髄性筋萎縮症）：最新医学大辞
典第３版（2005）によれば、単劣性で遺伝する筋萎縮症で、
剖検上脊髄全角細胞の変性を認める疾患である。運動機能
の発達がなく、四肢麻痺状態になる。
6  人間的健康：「病気を自己の一部分として受けとめて、これ
と和解し、病気を引き受けた自分をそれ以外のあり様がな
い自分として受容する」（上野，1975，p.53）在り方。
（2005年 12月 1日　受理）
